
Ecological Notes (1) 池田健一（2021） 

20 

 

京都府でワラジムシがムラサキホコリ属変形体を捕食 

A Record of Armadillidium vulgare preying on Stemonitis sp. in Kyoto 

Prefecture 

 変形菌は様々な節足動物に捕食され、特に子実体では捕食されると同時に、同時に

様々な方法による胞子散布のうちの一つとなっている可能性が指摘されている（萩原

ら，1995；杉浦ら，2001；山本，2003；松本・伊沢，2007）。変形菌の子実体から海

外ではコウチュウ目、ハエ目、ハチ目、ダニ目、トビムシ目が得られていて、日本の

事例でもコウチュウ目、ハエ目、ハチ目、トビムシ目が確認されている（杉浦ら，

2001）。特にコウチュウ目の役割は大きいと考えられ（杉浦ら，2001；山本，2003）、

変形菌でしか確認されない大顎に胞子の運搬に特化したヒメキノコムシ科も存在して

おり（林，1989）、実際に野外でも個体数の 84％がコウチュウ目を占めていた事例も

ある（杉浦ら，2001）。 

 一方変形体については言及が少なく（杉浦ら，2001）、セスジムシ科やベニボタル科

などの甲虫は変形体捕食者とされており（村山，2004）、軟体動物の腹足類に属するナ

メクジやマイマイは変形体を食べることがあるとされるが偶発的だとされている（山

本，2003）。 

 このように文献上では確

認された動物は 6 分類群に

限られているが、ワラジム

シ目について言及している

ものは筆者は確認できなか

った。 

 筆者は 2014 年 7 月 8 日

21 時半頃、京都府舞鶴市

長浜高倉神社でワラジムシ 

Porcellio scaber Latreille, 

1804 がムラサキホコリ属

の一種 Stemonitis sp.の変図 9 ムラサキホコリ属変形体を捕食するワラジムシ 
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形体を捕食しているところを撮影したのでここに報告する（図 9）。夜間のワラジムシ

が活動が活発な時間帯に捕食していたものと思われる。文献では記録を確認できなか

ったが、インターネット上では 2003 年 6 月 19 日埼玉県さいたま市見沼区染谷でオカ

ダンゴムシがマメホコリを捕食している様子や（横山，2005 投稿）、不明な日時地点

でワラジムシがススホコリ Fuligo septica (L.) を捕食している様子（堀，2016 投

稿）、日時不明東京都調布市深大寺元町深大寺でオカダンゴムシ Armadillidium vulgare 

(Latreille, 1804) がクダホコリ Tubifera ferruginosa (Batsch) を捕食している様子

（役に立たないきのこ，2020 投稿）を確認できたことから、状況的にも少なくとも国

内ではかなり普通に見られる相互作用だと思われた。 

 胞子を形成しない変形体の捕食は胞子散布とは異なるものの、変形菌の個体群に影

響を与える可能性があり、今後定量的な研究が期待される。 

 なお京都府での 2 種の分布であるが、ムラサキホコリ属は京都市で記録があるもの

の（松本・小林，2000）、ワラジムシに関しては京都市の等脚目を調査した藤田・渡辺

（1999）や、目録である齋藤ら（2000）、唐沢（2021 閲覧）に記録がなく、初記録の

可能性がある。 
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